



























































　新しい社会 Society 5.0 の到来が予測されている。そのような社会に対応するために，初等中等教育でプログラミング活動が必修化
されるなど学習指導要領が改訂されている。特に高等学校では，STEM 教育と呼ばれる学習者が主体的に課題を設定し，各教科や
教科を横断する視点から，問題解決的な活動が発展的に繰り返されていく学び方が重視されている。本稿では，中国・深センの企業












































図1　 epis Education Centerわかば深圳教室でのワー ク
ショップの様子。
図2　 ワー クショップで使用する材料。タイヤ2個，モーター
2個，STEM Du（マイコンボ ドー）1個，ケ ブール4本，
プラダン1個
図3　 ワー クショップの課題は，「床に貼られた黒いテ プーと
白い床を識別して，車を走らせる」である。
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3.2.2　Makeblock本社の見学
Makeblock社は日本，アメリカ，ヨーロッパなど世
界各国でSTEM教育に関わる教材の開発・販売をして
いる中国企業である（図5）。日本では，m-botやドロー
ン教材など様々なSTEAM教育教材の販売やMakeXと
いうロボットコンテストを実施している企業である。
今回のワークショップでは，Makeblock社が2019年4
月に新発売した「Halo code」を使って実施した。
　最新のロボットを使って，ボールなどを決められ
た場所に運ぶ対戦を体験した（図6）。
3.2.3　Sense Time社の見学
Sense Time社は，ディープラーニング技術を応用し
た人工知能と顔認識技術の研究と開発を手掛けている
ベンチャー企業である。日本では，自撮りアプリで人
気の「SNOW」の顔認証技術を手掛けていることや，
本田技研工業株式会社と自動運転用のAI技術を共同開
発していることで知られている。
顔認証AIでは，人物だけでなく車のナンバーや車
種，色を瞬時に把握できるシステム（図7）や，自動車
運転中に飲み物などを取ろうとして視線がズレると警
告音が鳴り，注意を促す表示をするシステム（図8）を
実際に体験した。
図4　 お掃除ロボットに，作成したライントレ スーカーのプロ
グラムと音声センサーを繋ぎ，音声による制御にも挑
戦した。 図6　最新ロボットを使った対戦の様子。
図7　 Sense Time社の顔認証AIは，人物だけでなく車
のナンバーや車種，色を瞬時に判別できる。
図8　 運転中に飲み物などを取ろうとして視線がズレると警
告が表示されるシステム。
図5　Makeblock本社の見学の様子。
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海外におけるSTEM 教育の動向
～中国・深センでの企業視察・ワークショップを通して～
4.  まとめ
新しい社会Society 5.0の到来が予測されている。そ
のような社会に対応するために，初等中等教育でプロ
グラミング活動が必修化されるなど学習指導要領が改
訂されている。特に高等学校では，STEM教育と呼ば
れる学習者が主体的に課題を設定し，各教科や教科を
横断する視点から，問題解決的な活動が発展的に繰り
返されていく学び方が重視されている。本稿では，
Makeblock教材「Halo code」を使ったこどもハッカソ
ンのワークショップを実施した。また，中国・深セン
の企業Makeblock本社，及びSence Time社を見学し，
最先端のIT技術の発展について視察した。
ワークショップでは，「ライントレースカーを作成
し，床に貼られた黒いテープと白い床を識別して，車
を走らせる」という課題に対して，生徒一人一人が取
り組んだ。使えるタイヤが2個，明るさセンサーは床
から離れすぎると反応しないなどの制限があり，生徒
は作成する車の形状や車輪の回転速度や明るさへの対
応などプログラミングの調整に試行錯誤していた。
単にライントレースカーを作成するという課題であ
れば，マイコンボードに色を識別できるカラーセンサー
を新たに接続すれば簡単に作成することは可能である
が，このワークショップでは決められた材料のみで作
成するという制限があり，自ずと生徒たちは21世紀型
スキルである，創造力，問題解決能力などの力を培う
ことができた。
Makeblock本社では，最新のSTEM教育教材やロ
ボットを視察した。Sense Time社では，顔認証AIシ
ステムの実用例などのAIやIoT技術の研究開発の現状
を視察した。
日本では，2020年度より学習指導要領が改訂され，
初等中等教育でプログラミング活動が必修化される。
それに伴い様々なタイプのプログラミング教材が開発
されている。しかし，本稿で報告したワークショップ
のように，単にライントレースカーを作成するのでは
なく，21世紀型スキルである創造力や問題解決能力な
どの力を養えるような，【プログラミング・STEM】教
育の指導法及び教材開発，カリキュラムのあり方を検
討していく必要がある。
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